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令和４年度「ゆがふう塾」市町村職員研修事業実施要綱  

 

１  目的  

 本研修では、講座を通して地方自治の本質を学び、研究テーマを

通して地域の課題を発見し、共同調査・研究することで課題発見能

力を高め、今後の地方自治の発展に資することを目的とする。  

 

２  開講期間  

 本研修の開講期間は、令和４年４月１日より３月３１日までの１

年間とする。  

 

３  講義と自主研究  

 (1) 本研修は、講義と自主研究で構成する。  

 (2) 講義は、１講義を３時間とする。  

 (3) 自主研究は、グループで研究テーマに関する調査・研究（グ

ループワーク、学識経験者・地域関係者意見聴取及びアンケ

ート調査等）を実施する。  

 

４  内容及び日程  

 (1) 令和４年度のテーマ市町村は「嘉手納町」とし、講義内容

はテーマ市町村の地域課題に沿った講義内容とする。  

 (2) 講座開講日及び自主研究の日程は別に定める。  

 (3) 最終報告会は、市町村等の関係者を招いて開催するものと

する。  

 (4) その他、民間塾、研究会等との交流ができるものとする。  

 

５  募集期間  

塾生の募集は、令和３年３月２４日（木）から令和４年４月２２

日（金）までとする。ただし、事情により延長することができる。 

 

６  塾生の要件  

 応募できる塾生については、次の要件を備えたものとする。  

 (1) 正規塾生  

構成市町村職員で、採用から３年以上経過した２１歳以上４
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０歳未満の職員で、市町村長が推薦する職員とし、人数は各市

町村２名以内とする。  

 (2) 特別聴講生  

     構成市町村長の特別の推薦があり、塾長及び事務局が認め

たものについては、特別聴講生として入塾することができる。 

 (3) 講座選択受講生  

構成市町村の職員で、塾が開設する講座を選択して受講しよ

うとするものは、当該講座の実施日の１か月前までに構成市町

村の職員研修担当者を経て事務局に申し込み、塾長及び事務局

の承認を得たうえで受講できるものとする。  

 

７  入塾及び修了認定  

 (1) 理事長は、塾生に対し入塾時に入塾証、修了時に修了証を

交付する。  

 (2) 次の２つの基準をすべて満たしたものを研修修了者として

認定する。  

  ア  全講義コマ数の３分の２以上に出席したもの（やむをえ

ない事情によるオンラインでの出席も含む。）。ただし、講

義には自主研究は含まない。（通常の講義を１コマ、宿泊

研修を２コマと数える）  

  イ  最終報告書並びに研修感想文、研修アンケートのすべて

を提出したもの。  

 (3) 業務の都合又は療養等の事由により上記の基準を満たさな

い場合は、塾生の所属長及び理事長の協議により修了保留と

することができる。修了保留とされた塾生は、次年度にかぎ

り、継続して塾生となることができる。  

 

８  塾生の自主研究  

 (1) 塾は、塾生の自主的かつ主体的な調査、研究、発表のため

の時間を設けることができる。  

 (2) 塾生は、互選によりリーダー及びサブリーダーを各々１名

選出し、自主研究の運営に当たる。  

 (3) 塾生は、自主研究テーマに基づく調査、研究を行う。  

 (4) 塾生は、講師に対し自主研究テーマに係る助言を求め指導
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を受けることができる。  

 (5) 自主研究は、おおむね月曜日から金曜日までの平日の勤務

時間内に行うことを原則とし、会場は関係市町村庁舎もしく

は関係団体の会議室、又は事務局が手配した会場等を使用す

る。  

 

９  最終報告会  

塾生は、最終報告会を開催し、調査、研究等活動成果を報告する。  

 

10 提出物  

 塾生は研修の成果として、最終報告書、研修感想文、研修アンケ

ートを提出する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日付 曜日 時間 内　容 講　師 会　場（予定）

5月13日 金 15:00～17:00

入塾式・修了式
特別講話　テーマ「沖縄の経
済自立化と振興策、沖縄振興
基本計画と政策の要点」

塾長　宮平　栄治
（名桜大学　国際学群教授）

沖縄市産業交流センター
大研修室

5月19日 木 14:30～17:30
塾長　宮平　栄治
（名桜大学　国際学群教授）

会場：マルチメディアセンター
宿泊：ローヤルホテル（読谷
村）

5月20日 金 9:00～12:00 会場：マルチメディアセンター

6月3日 金 14:00～17:00
ワークショップ・チームビル
ディング

プラスコミュニケーションズ
代表　島袋　十史樹

比謝川自然体験センター

6月10日 金 14:00～17:00
ワークショップ・ファシリ
テーション

プラスコミュニケーションズ
代表　島袋　十史樹

比謝川自然体験センター

6月24日 金 14:00～17:00まちづくりのテーマ設定
合同会社Happy　Joy
代表　幸喜　穂乃

マルチメディアセンター

7月8日 金 10:00～17:00まちづくりのテーマ設定
合同会社Happy　Joy
代表　幸喜　穂乃

マルチメディアセンター

7月～9月

7月22日 金 14:00～17:00各グループ企画書発表
塾長　宮平　栄治
（名桜大学　国際学群教授）

嘉手納町総合福祉センター

9月2日 金 14:00～17:00中間発表
塾長　宮平　栄治
（名桜大学　国際学群教授）
島袋　十史樹、幸喜　穂乃

中部市町村会館　第２会議室

10月7日 金 14:00～17:00報告会リハーサル
塾長　宮平　栄治
（名桜大学　国際学群教授）

かでな未来館

10月14日 金 14:30～17:00最終報告会 in 嘉手納
塾長　宮平　栄治
（名桜大学　国際学群教授）

かでな未来館

令和4年度「ゆがふう塾」市町村職員研修事業　研修日程

宿泊研修
講義①政策立案と調査
講義②調査技法講座

自　主　研　究
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No. 市町村 所属課 氏　名

427 沖縄市 文化芸能課 平良　実可子

428 うるま市 水道総務課 比嘉　健人

429 うるま市 国民健康保険課 平安座　大樹

430 宜野湾市 人事課 下地　咲貴

431 宜野湾市 税務課 平良　拓真

432 北谷町 企画財政課 屋比久　徳樹

433 北谷町 学校教育課 仲宗根　諒

434 嘉手納町 企画財政課 喜屋武　将

435 嘉手納町 総務課行政係 濱元　勇子

436 西原町 文化課 上里　幸

437 西原町 都市整備課 上里　玄

438 読谷村 商工観光課 大城　愛士

439 読谷村 住民年金課 当山　智世

440 北中城村 住民生活課 照屋　愛莉

441 北中城村 生涯学習課 金城　徹

442 中城村 こども課 花城　圭亮

443 中城村 産業振興課 比嘉 由美

ゆがふう塾第２４期生名簿
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Ⅰグループテーマ 

たくさんの人が行き交うまちかでな 

かでな彩発見★嘉手納町をもりあげる！ 
 

 
 

チームレッド メンバー 

 

沖 縄 市 文化芸能課 平良 実可子 

西 原 町 都市整備課   上里 玄 

読 谷 村 住民年金課   当山 智世 

中 城 村 産業振興課   比嘉 由美 

北 谷 町 学校教育課   仲宗根 諒 

うるま市 国民健康保険課  平安座 大樹 
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目次 

1. はじめに 

2. 嘉手納町の現状 

3. 現状から見える課題 

4. 調査・研究・提案 

5. まとめ 

6. 最終報告会における質疑への回答 

 

 

 

 

 

1．はじめに 

嘉手納町が発行している「第 5次嘉手納町総合計画」において少子高齢化と人

口減少が課題とされている。しかし、沖縄県全体、中部圏域自治体においては

増加傾向にあることから、「嘉手納町の人口減少」に着目し、この問題解決の

ためには「地域経済が活性化しており、町内・町外のたくさんの人が行き交っ

ていることが重要なのではないか」と考え、当該研修のテーマを「たくさんの

人が行き交うまち かでな ～かでな彩発見☆嘉手納町をもりあげる！～」と

設定した。 

 
【出典】「第５次嘉手納町総合計画 前期基本計画 ダイジェスト版」 
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２.嘉手納町の現状 

嘉手納町の転入転出者の現状 

 
【出典】「RESAS 地域経済分析システム」『内閣官房・内閣府総合 地方創生のウェブサイト』 

〈https://resas.go.jp/data-analysis-support/#/population-social-movement/47/47325/1/-〉 

 

嘉手納町の転出者の内訳は、グラフより 15歳から 24歳が最も多く転出し、ま

た、それ以外の年齢層（生産年齢層）においても転出者は多く、転入者は少な

いことが分かる。このことから、就学・就職のため転出した嘉手納町民が地元

へ戻ってきていない事が想定される。 

人口減少の要因の仮説を立てるため、「第 5次嘉手納町総合計画」の町民アン

ケートを見て検討を行った。 

 

①第５次嘉手納町総合計画より 

 

15～24 歳 

【引用】第５次嘉手納町総合計画 

前期基本計画 P183 P188  

 

about:blank#/population-social-movement/47/47325/1/-
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第 5次嘉手納町総合計画」の町民アンケートより、雇用については、町内での

就労機会が少ない・企業誘致や商工業の誘致が充実していない・地場産品の販

売促進や農水産業への支援の充実化等の不満がある。また、住環境について住

みにくい理由の中に医療機関が整っていないことや、商業施設が充実しておら

ず日常生活に不便を感じている住民がいる現状が把握されている。 

 

３.現状から見える課題 

嘉手納町の人口減少問題について、現状のデータ及び総合計画の町民アンケー

トから、当該研修下記の仮説を立て、解決するための改善案を模索した。 

仮説 

雇用や住みにくさについて不満がある現状を知っているため、一度転出すると

Uターンで戻ってくるメリットを感じないのではないか。 

仮説から考える改善案 

地域経済の活性化により嘉手納町が賑わいのある発展した街になることで、U

ターン・転入の意欲を増進させ人口減少を図る。 

 
 

４.研究・調査・課題 

フィールドワーク 

具体的な提案を検討する前に、嘉手納町内のフィールドワークを行った。 

フィールドワークした主要なスポットは下記のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比謝川 

（屋良城址公園までの河川

沿道・カヤック体験） 

・道の駅かでな 

・新町通 

・兼久海浜公園 

・ネーブルカデナ 

Etc… 
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フィールドワークを行い感じたこと 

 

プラスな印象 

・自然が豊か 

・町外県民が知らない魅力が多かった 

・町域がコンパクトなため、各スポットにアクセスしやすい 

マイナスな印象 

・歩行者が少ない 

・公園・商業施設等の老朽化が進んでおり、廃れた印象が有り、活用しきれて

いない 

 

 

県外からの観光客数 

 

【出典】「RESAS 地域経済分析システム」『内閣官房・内閣府総合 地方創生のウェブサイト』 

〈https://resas.go.jp/data-analysis-support/#/population-social-movement/47/47325/1/-〉 

 

県外からの観光客数についてはより近隣市町村や類似団体よりも少ないことが

わかった。 

 

 

県内町民アンケート 

町外から見た嘉手納町のイメージを把握するため、アンケートをおこなった。 

今回行ったアンケートは当該グループメンバーの市町村（西原町、中城村、北

谷町、沖縄市、うるま市、読谷村）の職員で、中学生以下の子供がいる方を対

象とした。回答者数は、106名であった。 

 

about:blank#/population-social-movement/47/47325/1/-
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①嘉手納町を訪れる頻度（左のグラフ）について 

回答者の約４割が嘉手納町へ１年以上訪れていないという結果となった。 

②嘉手納町の魅力（右のグラフ）について 

道の駅やネーブル嘉手納の回答に並んで、「わからない」という回答が全体の 1/4

を占めた。 

その他については、音楽イベントや給食費が無料、甘藷伝来の地という回答があ

った。 

 

 

 

③比謝川カヤック・ 

    SUP の認知度 

Q 比謝川でカヤックや SUP に乗りなが

らマングローブ見学やサンセットツア

ーができることを知っていましたか？ 

    

 

①嘉手納町に訪れる頻度 

Q 嘉手納町にどれくらいの 

   頻度で訪れますか？ 

 

②嘉手納町の魅力 

Q 嘉手納町の魅力は 

  なんだと思いますか？ 

 

 

N=106 

④「遊び」の情報源 

 

Q 県内の遊びの情報を主に 

   どこから仕入れますか？ 

 

 

 

N=106 
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③比謝川カヤック・SUP体験の認知度（左のグラフ）について 

60 パーセント以上の人が知らないという回答となり、広報にも力を入れる必要

性がある。 

④｢遊び｣の情報源（右のグラフ）について 

64％の人が SNSやネットから情報を得ていることがわかった。 

 

まちが盛んである、賑やかなまちの基準とは 

当該研修のテーマにもある「まちが盛り上がる、賑わうまち」とはどういった

状態なのかを名桜大学の東恩納先生より教授頂いた。 

「人数×１人あたりの消費単価×滞在時間」が高い状態であるとのことだっ

た。また、地元民が集まるところには自然と観光客も集まってくる傾向がある

とも教わった。 

 

 

そのことから、私たちは、観光産業の振興が更なる賑わいのあるまちにつながる

と考え、観光産業に重点を置いた提案を検討することにした。 

 
「賑わいのあるまち」の定義の設定 
「賑わいのあるまち」＝人数×一人あたりの消費単価×滞在時間 
「地域経済の活性化」＝雇用の拡大・創出 
と定義づけ検討した。 

 

研究する際の諸条件 
・ターゲット ⇒ 子育て世代（ファミリー層） 
・「人数×一人あたりの消費単価×滞在時間」 
・雇用の拡大・創出 
について複合的に検討を行った。 
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嘉手納町のツアー 

現在、嘉手納町ではどのような観光プランがあるのかを調べたところ、比謝川

タクシーによる観光ツアーやキックボードで嘉手納町を回るツアーが開始され

ている。 

 

 
 
 
 
 
道の駅かでな 

  
 

道の駅かでなは R4.4 月にリニューアルオープンした。2 階のステーキのお店が

R4.10月中旬よりオープン、農産物直売所も新規オープン準備中、学習展示室も

R5年にリニューアル予定なので、これからさらに集客が見込める。 

嘉手納町観光協会は、昨年度設立されたばかりで、嘉手納町の観光は、ゆがふう

塾の研修中も、新しい取り組みを開始しているので、広報をさらに強化し、集客

アップへ繋げることが重要である。 

 

 

 

 

【出典】比謝川タクシー|観光タクシーもお任せ！沖縄県嘉手納

のタクシー会社です。 ＜hijagawa-taxi.com＞ 

【出典】観光協会|よってって！嘉手納町  

＜kadenayottette.com＞ （閲覧日：2022.10.5） 

about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
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広報について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ほども載せたファミリー層の遊びについての情報源について、SNSから情報を

得ている方が 67％と多く、総務省のデータより、年代別で見てみると、年代で

使用している SNSの種類のパーセンテージに差があることが分かった。 

また、どの年代も「YouTube」や「Instagram」を利用している人が多かった。 

 

成功事例 

神奈川県葉山町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「遊び」の情報源 

Q 県内の遊びの情報を主に 

  どこから仕入れますか？ 

【引用】｜情報通信政策研究所｜令和 3 年度 

情報通信メディアの利用時間と情報行動に関

する調査」 

  

実際に、SNSを使用して、地域活性化が行

われている市町村があるのかを調べたと

ころ、神奈川県の葉山町はターゲットを若

い女性に絞ることで、公式インスタグラム

のフォロワー数が人口 33,000 人に対し、

37,000人を超えている。 

葉山町では人口のゆるやかな減少と急激

な高齢化が課題になっていたが、インスタ

グラムのアカウントを開設した 2015 年度

に人口が大きくプラスに転じた。 

 【出典】葉山町(神奈川県三浦郡葉山町) 

＜hayama_official＞ Instagram 写真と動画 

 

  

about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
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嘉手納町観光協会・Instagram・ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SNS広告 

ホームページや Instagramへ誘導することができる方法として、SNS広告を打つ

ことも１つの手法である。まず、年代で利用している SNSに差があるため、年代

別に多く利用しているアプリを選定し、趣味や関心に基づいたターゲティング

を行い、広告流すことで、ターゲットを絞った広告ができる。また、Instagram

では、それぞれの分野での影響力が強いインフルエンサーがいるので、ぜひその

テーマにあった有名人に取材をしてくれることで、拡散されやすくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】観光協会|よっ

てって！嘉手納町  

＜adenayottette.com＞ 

嘉手納町観光協会のホームページや Instagramはどう

なっているのか調べた。ゆがふう塾が始まった当初は

観光協会のホームページがなかったが、8月末にホー

ムページが開設され、情報が網羅されており、

Instagramも映える写真がたくさんあった。現在、嘉

手納町の観光協会は発足したばかりで、伸びしろが大

きいと考える。 

インターネットは基本的に自分から情報を検索するた

め、多くの人が嘉手納町観光協会のホームページや

Instagramにたどり着き、嘉手納町について知っても

らうにはどうすれば良いのかを検討した。 

【CPM】広告 1,000回表示あたり 0.5円～１円 

表示されるだけで料金が発生するので認知度を優先したい場合向き 

 

【CPC】広告 １クリック 40～100円 

広告がクリックされる度に料金。クリックが多かった広告が把握でき、クリ

ックされなければターゲット層の変更や広告を作りなおすなどの改善ができ

る。 

 

【引用】インスタ広告費用完全解説！料金の課金方法 4 タイプとは？運用外注の相場は？ 

<https://dejimachain.jp/instagram-ad-cost/> 
 
SNS 広告を行うことにより、新聞広告やテレビコマーシャルのように大きい

費用をかけずに、ターゲットを絞った広告ができ、多くの人へ知ってもらう

きっかけづくりになる。 

about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
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公園のリニューアル整備計画 

２つ目の提案として、フィールドワークを行った際に気付いた既存施設の利用

法について検討した。ターゲットであるファミリー層の来町者を増やすため、ま

ず公園に注目した。現在、屋良城址公園のリニューアル計画が進行中であり、嘉

手納町役場の都市建設課の方へ話を伺った。 

屋良城跡公園のリニューアル計画概要は大型遊具の設置や駐車場の整備、親水

施設の新設等があり、集客力の高い施設が整う予定であることがわかったが、飲

食のスペースについてはまだ検討段階ではなく、嘉手納町として、集客を活かし

た、消費を促す仕組みが必要であることは把握されており、キャンプ場等の提案

もあるが管理の問題が出てくるなど課題もあることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋良城跡公園 

現在のリニューアル計画からまず検討したことは、川沿いの広場を手ぶらで来

られる BBQ及びキャンプ場、駐車場横には食事ができるエリアの整備である。 

中部の西海岸エリアには観光地や景勝地は多いが手ぶらでいけるキャンプ場は

少ない。これにより、宿泊施設の少ない嘉手納町のウィークポイントをカバーす

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集客力の高い公園整備に、

更に付加価値をつけ、消費

意欲を促す設備を入れるこ

とで、近隣公園との差別化

を図り、嘉手納町でお金を

落としてもらう仕組みがで

きるのではないかと考え

た。 

また、キッチンカーや

食事処を設置するなど

イートエリアを作るこ

とで、公園の来園者の

消費も促すことが可能

となる。 

【出典】嘉手納町

<https://www.town.kadena.o

kinawa.jp/info/n6777.html
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運営は指定管理者制度や公募設置管理制度などを使用することで、町民への良

質なサービスの提供や新たな雇用の場も創出することが出来る。 

その中で公募設置管理制度（Park‐PFI）は公園施設の整備に収益の一部を充て

ることができるため、公園施設の充実化も図れる。 

 

 

防災公園としての役割 

 

具体的にはマンホールトイレやかまどベンチなどを災害用施設に整備すること

である。この整備は防災・安全交付金メニューがある。 

【出典】信建工業株式会社<https://www.shinken-

kogyo.co.jp/products/disaster_prevention_facility/%E9%98%B2%E7%81%BD%E3%81%8B%E3%81%BE%E3%81%A

9%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%81/> 

【出典】京都市上下水道局 <https://www.city.kyoto.lg.jp/suido/page/0000271866.html＞ 

先ほど提案したキャン

プ場で使用するテント

などのキャンプ用品は

災害時の一時避難所な

ど災害対策としても使

用が可能であるが、合

わせて災害時に使用で

きる設備を公園に設置

することで、他の公園

との差別化を図る。 

 

【出典】公募設置管

理制度（Park-PFI)に

ついて-国土交通省

<https://www.mlit.

go.jp/sogoseisaku/

kanminrenkei/conte

nt/001329492.pdf＞ 

about:blank
about:blank
about:blank
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「道の駅かでな」を観光・物流の拠点に！ 

広報の部分でもあったように、これからさらに発展の見込める施設のため、ここ

を嘉手納町内の観光・物流の拠点とする案を検討した。 

前述のキャンプ場や比謝川カヤックなど体験や予約の受付を道の駅かでなに集

約し、看板などを設置することで、道の駅かでなの来場者を各施設での消費行動

へ繋げることが期待できるのではと考えた。 

 

また、BBQやキャンプなどの物流拠点を担うことで町内消費を促し、町内企業と

の連携も図れる。そして管理を民間へ委託することで新たな雇用の拡大にもつ

なげることができると考えた。 

 

 

 

 

 

防災設備の導入によって期待できる効果 

・万が一に備えられる災害に強い公園（近隣との差別化） 

・防災教育施設としても利用できる 

 

 

修学旅行や課外学習の誘致につながる！ 

道の駅を拠点とした物流： 

雇用の拡大 

 

弁当⇒町内の弁当へ団体注文  

食材⇒農産物直売所から調達 

材料⇒町内ホームセンターより

調達 

 
現在ある既存施設に、消費を促す仕組みの設置や付加価値をつけ、管理を民

間と協力することで、町は施設や補助を提供し、民間は経営ノウハウを提供

する。そして嘉手納町でしか経験できない「コト」へつなげる。 

結果、町外から嘉手納町への新たな来町目的の創出ができると考える。 
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埋立地区の都市再生事業（現状） 

今回は、埋立地区にフォーカスを当てて検討した。 

当該地区は、都市マスタープランにおいて商業エリアに位置づけされている

が、企業所有の遊休地や、大型商業施設は空きテナントが多くなっているな

ど、資産を持て余している状況が見受けられる。また、アパートや墓地なども

点在している現状にあった。 

 
 

民間活力を利用した業務代行方式による土地区画整理事業 

今回検討し、提案する事業は、民間活力を利用した業務代行方式による組合施

行の都市再生整備計画事業である。 

事業の概要としては、土地の再編・整備により発生する物件移転補償により持

て余している資産の現金化ができることから、企業は新たな事業の資金源とな

り、当該事業では、物件補償されても土地は残るため、換地先で再建築しても

良いし、企業へ土地を売却、若しくは賃貸の検討も可能である。 
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事業開始までの主な流れ 

初めに、他県・他市町村で業務代行経験のある業者（ゼネコン・ディベロッパ

ー・コンサルタント）への当該地区に都市再生整備計画の可能性の相談を行

う。可能性があれば、次に対象地区の地権者及び借地人へ事業に対する意見聴

取を行い、興味があると判断できれば、有権者数名と業務をマッチングさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務代行方式による事業スキーム 

今回提案している業務代行方式は組合施行による事業となるため、基本的な財

源は、業務委託を受けた業務代行業者が金融機関からの融資や保留地を企業へ

売却し、資金調達を行い、事業を進めることになる。また、当該事業で整備す

る道路（公共施設）については、都市再生整備計画事業として、築造費・道路

用地費の補助金（9割）が受けることが可能である。 

業務代行業者はその資金を元に、事業の設計図の作成・支障物件の物件移転補

償・工事発注を行い、事業を進めていく。 

業務代行方式の一番の利点としては、事業期間が圧倒的に短縮できるところに

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後は、フローのよ

うに企業に支援してい

ただきながら、事業へ

の理解促進・機運の熟

成を高めながら事業認

可までの作業を進め

る。 



- 22 - 
 

埋立地区の都市再生整備計画事業（事業案） 

 

 

 

 

道路部 

 

各用地について、個別に設定した。 

初めに、避難道路として既存道路に電線共同溝整備を行い、国が推進している

国土強靭化を行う。 

兼久海浜公園は、広域避難場所に設定されており、当該地区は大津波浸水想定

警戒区域に設定されている為、避難道路としての整備の必要性は高いと考え

る。 

電線共同溝の整備については、当該事業において補助の対象となるので活用す

ることも可能である。 

また、商業用地から公園までのシンボルロードとして景観のよい道路へ整備す

ることで集客力も向上が図れる。 

※航空写真は埋立地区の土地の 

使用用途に色分けしたものになる。 

 

街区の再編・整備を行い、地権者の意向に応じた飛び換地による土地の集約

により、中心市街地としての機能を再生し、地域経済の活性化を図る。 
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住居用地 

 
水色の部分は事業に影響がない、若しくは物件移転補償をしてしまうと事業進

捗に大きな影響が出る部分については、現状のまま残す。 

そして、従前地において住居兼自営業をしている方、若しくは賃貸アパートの

経営をしている方を中心に意見聴取し、住居として土地活用したい地権者は住

居用地へ換地する。 

 

沿道商業用地 

 

このエリアは、商業として引き続き自己活用したい方と、企業へ土地を売却・

賃貸したい方を住み分けする。 

さらに、沿道商業用地は、国道 58号線沿いからの交通車両が多いことから、

より多くの車両が来店し易いような建物の配置を検討することが重要と考え

る。 

国道沿いに駐車スペースを多く設ける他、共同の駐車スペースを設けることで

集客力の高い街にすることができると考えた。 
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商業用地（既設企業） 

 

このように、企業が持て余している土地・建築物を物件補償し、解体・撤去す

ることでスクラップアンドビルドすることが見込める。さらに、維持管理費及

び税金対策等も可能と考える。 

 

商業用地（保留地） 

 
保留地は業務代行業者が使用する土地となる。 

業務代行業者自身が自己活用するパターンもあるが、事業資金の調達のために

大手企業へ売却することもある。 

当該研修での発表は、「観光業の進行による地域経済の活性化」としているこ

とから、商業用地と位置づけている。このようにする為には事業化前の段階で

業務代行予定者との協議を十分に行うことが重要となる。 

大型商業施設の他にも高層マンション・住宅街・総合医療施設・リゾートホテ

ル等、需要はあると思われるため、嘉手納町の中心都市として必要な施設を検

討することも重要である。 

商業用地は既設

企業の為の用地

とする。 

 

また、大型商業施

設の管理会社自

身の事業部は残

す。 
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埋立地区の将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該事業において、開発経験の豊かな民間業者が施工することで、経営戦

略の取れた観光業に強いまちづくりを図ることが可能となる。 

研修の当初、嘉手納町は観光のイメージは薄かったが、フィールドワーク

を行うことで嘉手納町には良いスポットがたくさんあることを彩発見し

た。また、ゆがふう塾の研修の間にも、観光の色々な取り組みが始まって

おり、観光については伸びしろしかないと感じた。だからこそ今あるもの

にプラスαを考えた提案にしようとグループ内で話し合い、当該研修の提

案を検討した。 

「広報をさらに強化すること」で人数が増え、「屋良城址公園の公園整備

にあわせた提案」「都市再生整備計画事業」を行うことで、「人数」×「１

人あたりの消費単価」×「滞在時間」＋雇用の拡大・創出を増やすことが

でき、理想とする～たくさんのひとが行き交うまち かでな～になると考

える。 
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６.最終報告会における質疑への回答 

Q1 観光のターゲットを子育て世代（ファミリー層）に設定した理由はありますか。 

A 

嘉手納町の人口減少を考えた際、一番嘉手納町に来てほしい世代が子育て世代

だったからです。理由としては、子育て世代であれば、将来的に出産すると、

人口も増えますし、未婚者に比べ、転出率も低いと考えたので、子育て世代を

ターゲットにしました。 

Q2 都市再生事業について減歩率や具体的な工期はありますでしょうか。 

A 

各筆毎で減歩率は異なるため、具体的な数値は示せませんが、業務代行方式の

場合は行政施行よりも減歩率は高くなる傾向にあります。また、工期について

は、身近でアワセ土地区画整理事業がありますが、施行期間は 7年となってお

ります。 

Q3 
屋良城址にファミリーに向けたキャンプとあるが、地域の経済効果および波及

効果を教えていただきたい。 

A 

キャンプに必要な食材や資材を町内で購入、提供出来れば、地元の利益になり、

地域経済の活性化に繋がると考えます。また、キャンプ場の需要が高まれば、

その分嘉手納町での滞在期間が伸びますし、さらにリピートして頂けること

で、嘉手納町の他の魅力も知ってもらう機会が増えます。それにより、キャン

プ場以外の場所へ訪れてもらうことが波及効果として見込んでいます。 

Q4 
道の駅は修学旅行生が多く来ているが、少ないとした理由は。年間５５万人（コ

ロナ前） 

A 

道の駅かでなは、魅力があり、さらに集客が見込めると発表しましたが、少な

いとは考えておりません。（県外からの嘉手納町への観光客数は他の市町村と

比べて少ないとは発表しましたが道の駅に限定しておりません。）表現により、

勘違いをさせてしまい申し訳ございませんでした 

Q5 

業務代行方式で該当する県内業者の割合ってどのくらいですか？ 

県内業者（下請・孫請）がしっかりもうけるための育成についてどう考えてい

ますか？ 

A 

県内コンサルタント全体数を把握しておりませんので、お答え出来ませんが、

複数社は確認出来ております。業務代行者が工事発注を行うため、基本は選定

出来ないと思われますが、事業開始前にそのような相談はしても良いと考えま

す。 
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Q6 賑やかなまちの創出と施策の関連についてもう少し説明をお願いします。 

A 

今回の研修において「人数×消費単価×滞在時間」の増加を「賑わいあるまち」

定義としております。この条件をクリア出来る施策を検討した結果が、 

・広告力のアップによる今ある嘉手納町の魅力の拡散 

・既存の観光資源のリニューアル（「公園施設の新たな利用案の提案」、「商業

エリアの再計画」）による新たな嘉手納町の魅力アップとなっております。 

Q7 

「人数×１人あたりの消費単価×滞在時間」における現在の状況（数値？）があ

れば教えてください。また、今回の提案における目標数値があれば教えていただ

きたいです。 

A 

第２次嘉手納町観光振興基本計画（平成 30年 3月）で、滞在時間についての記載

はありませんでしたが、人数と消費単価の現状と目標が記載されており、その目

標に近づければと考えます。滞在時間につきましては、通り道にならないように

したいと考えましたが具体的な目標数値は定めていないです。 

現状【人数  ５６万人/年】×【消費単価４９２円】 

目標【人数  １００万人/年】×【消費単価２５００円】  ※２０２４年度 

Q8 
集客ターゲットをファミリー層中心に検討していますが、外国客の集客・アピー

ルについての議論はありましたか。 

A 
議論にはなりませんでした。まずは、県内や国内から来てもらう方法を考えまし

た。 

Q9 
県外の基地をかかえる自治体の現状や課題、参考となる事例についての調査は行

いましたか。 

A 

県外の基地をかかえる自治体の現状や課題についてまでは調査は行っていませ

ん。しかし、埼玉県のジョンソンタウンは面白いまちだということで調べました

が、嘉手納町で考えたときに外人住宅が少なく、道幅も狭いなど、現実的ではな

いと考えました。 
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チームガリレオ 

嘉手納町 総務課     濱元 勇子 

うるま市 水道総務課 比嘉 健人 

宜野湾市 税務課     平良 拓真 

西 原 町 文化課     上里 幸 

北中城村 生涯学習課 金城 徹 

読 谷 村 商工観光課 大城 愛士 

Ⅱグループテーマ 

学び続けるまちかでな 
生涯学習で産業の活性化は可能か 
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1 テーマ設定の経緯、背景 
現在の社会情勢を調べている中で、私たちグループは教育に着目しました。社

会の変化が激しくなる今後の時代において、近年の少子高齢化による人口減少、

AI や IOT 等の技術革新、グローバル化の進展など、社会状況が大きく変化して

いくなか、国民一人一人が生涯にわたり学びつづけることによって、社会の変化

に対応していく事が必要です。また、「社会情勢の変化の観点からも、家庭教育、

学校教育、社会教育、企業内教育、その他活動等、様々な場や機会において、学

びを重ね、新たな知識や技能を身に付ける事がより一層重要。」と文部科学省令

和２年度文部科学白書で述べられていました。 
また、嘉手納町第 5 次総合計画（以下「総合計画」という。）では、「これから

のまちづくりにおいては、人口減少や少子高齢化、グローバル化していく社会に

対応し、町民が互いに協働しながら、健康で安全に暮らしていける住みやすいま

ちづくりを目指すことが必要であり、町民一人一人が幅広い知識や技術、教養を

身に付け地域や産業が活力に満ちた賑わいのあるまちづくりを目指していくこ

とが重要である。」と記載がありました。 
 また、総合計画の基本構想の中で【教育・文化】については「生涯学習の推進」

として、「町民誰もが生涯学習の機会を得ることができる社会の実現に向けて取

り組むこと。」 
【産業】については「商工業の振興」として「商工会と連携し持続可能で魅力の

ある商業、賑わいのある商店街の創出を目指し取り組んでいく。」と記載があり

ました。 
 
図 1：総合計画における生涯学習と商工業の振興についての位置付 
（嘉手納町第５次総合計画ダイジェスト版 p2,p5,p8 より抜粋・編集） 
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令和 4 年度嘉手納町施政方針では７つの重点施策が挙げられており、これ

らの施策と SＤＧｓについての関連性を考察した結果、図 2 のような結果とな

りました。 
その中で「教育・福祉の向上」と「地域産業・商店街の活性化」については、

他の施策よりも多くの SDGｓとの関連があり、この２つの施策に注力するこ

とで、施政方針にある他の施策にも好影響があるとともに、地域の発展のみな

らず国際目標も同時に達成できると考えました。 
 
図２：令和 4 年度嘉手納町施政方針 SDGｓとの関連性についての考察結果 

 
以上を踏まえ、嘉手納町の目指すべき姿として「子供から大人まで学び続けるま

ち、学びから産業が活発になるまち」を理想として考えました。 
 
2 現状の分析と課題の抽出 
（1）教育・福祉の向上について 

次に嘉手納町における現状の分析と課題の抽出を行いました。 
嘉手納町における教育・福祉の現状として、中央公民館にて開催している各

種講座、嘉手納町外語塾、保育士対策講座や関係各課で実施している各種事業

があります。また、嘉手納町商工会が開催する「かでなまちゼミ」は、町内の

各店舗の方が講師となり、専門知識等が学べる少人数制のミニ講座を無料で

実施しています。これら各種事業の周知については、嘉手納町広報誌や HP、
LINE、データ放送、FM ラジオ等、様々な手段で周知されています。 

  一方で、中央公民館では各種講座を多数開催していますが、講座内容につい

ては、趣味や生きがいづくりといった内容の講座が多く、地域商店街の活性化

につながる講座や職業に生かせる知識・技能習得のための講座が少ない印象
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です。また、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、講座数及び講座受講者数

が減少していました。コロナ禍前の令和元年度からみても、生涯学習講座の受

講者数は町民の約１０％に留まっています。 
 課題として、地域商店街の活性化につながる講座内容の充実や講座のオン

ライン化等、いつでもどこでも誰でも受講しやすい環境の整備を行い、町民の

生涯学習の推進を図る必要があると考えます。 
表１：嘉手納中央公民館講座実績一覧（H29 年度-令和 2 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
地域産業の活性化について考えた結果、私たちは、産業を「商店街」、活性

化を「人が集まり消費行動が盛んになる状態」として定義付けをし、嘉手納町

の商店街等の現状の把握、課題抽出のため、嘉手納町産業環境課職員や商工会

へのヒアリング、商店街へのアンケートを実施しました。 
嘉手納町商工会の会員数については、平成３１年から増加傾向であり入会

率は約 90％となっています。理由としては「嘉手納元気プロジェクト」と銘

打った、開業支援や情報発信、経営に関わるインボイス制度や確定申告など

の セミナーや相談窓口も実施しており、充実した支援が行われていることが

考えられます。また、補助金交付や事業に関する提案・情報提供など、行政と

の連携もできており、関係も良好ということが商工会、産業環境課双方へのヒ

アリングからも聞き取ることが出来ました。 
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図３：嘉手納町商工会への店舗加入率の推移 

 
支援が充実している一方で、商店街店舗へのアンケートでは来客数が十分で

はないという回答も多くありました。新型コロナウイルス感染症の影響も大い

にあるようですが、 商工会及び産業環境課へのヒアリングでは「新町にぎわい

隊」という有志があるものの商工会員の高齢化、通り会 の活動がみられなくな

ったことなど商店街全体としての賑わいを創出する活動力が低下しているよう

にも感じました。地元出身商工会職員も昔はもっと賑わっていたことを口にし

ていました。来客数の減少に伴い、売上は十分ではないとの回答も多くあり、経

済的な満足度は低いことが問題として挙げられます。 問題を解決するためには

商店街の賑わい創出を図り、新規顧客及びリピーターを獲得し、集客数を向上さ

せることが課題と考えます。 
図４ 新町通り店舗への経営に関するアンケート結果（N＝13） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 34 - 
 

 
以上のことを整理すると、嘉手納町の現状として【教育・福祉】について

は、生涯学習に触れる町民は人口の約１０％で、問題は講座数及び受講者数の

減少、課題は各種講座のオンライン化と内容の充実、そして、いつでも、どこ

でも、だれでも受講しやすい環境整備があげられます。 
【商店街】の現状としては、従業員の高齢化、来客数の減少、活動力の低下で、

問題は各店舗の売上の減少、課題は担い手の育成、来客数の増加と、商店街の賑

わいの創出があげられます。 
 
図５：嘉手納町の現状と理想・問題・課題についての相関図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上のことから、講座内容の充実や住民ニーズに沿った各種講座等を実施す

ることにより、生涯学習に携わる町民の増加を図るとともに、商店街を活用した

人材育成事業及び店舗向けの人材育成を行うことで将来の担い手育成・商店街

の活性化につながり、嘉手納町における子どもから大人まで学び続けるまち、学

びから産業が活発になるまちが実現可能ではないかと仮説を立てました。 
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３ 施策提案 
 課題の解決のために、私たちチームガリレオが考える３つの施策提案は以下

の 3 つです。 
施策提案① 嘉手納みらい商店街 
施策提案② オンライン講座 
施策提案③ 24 時間利用可能な学習施設 

３つの施策を実施することで、生涯学習に携わる町民が増加し、新しい知識・

技術の習得から仕事の効率化・生活向上・所得増加、更には住民同士の繋がりの

形成・活性化により地域への愛着を育み、住みやすいまち、住みたいまちへとつ

なげます。また、産業も、担い手育成・人材確保・商店街の魅力発信により集客

数が向上し、商店街の活性化へとつなげ、理想とする「子供から大人まで学び続

けるまち、学びから産業が活発になるまち」の実現を図ります。 
 
図６：施策と理想像とのイメージ図 

 
 
（1）施策提案①嘉手納みらい商店街 
  嘉手納みらい商店街とは簡単に説明しますと、新町通りで行うキッザニア

です。 
高知市の大橋通り商店街では、わくわくワークるんだ商店街という事業を

実施しています。この事業は小学 4・5・6 年生を対象に商店街の職業（仕事）

を体験してもらい、買い物だけではない商店街の魅力を体感してもらうこと

によって、親子で訪れる場としての商店街の存在感を高めることと、商店街が

従来担ってきた教育機関としての働きを取り戻し、子供の健全育成の場とい

う機能の再構築のきっかけにすることを目的としています。 
わくわくワークるんだ商店街の仕組みと流れは以下のとおりです。 
①好きな職業を選んで、実際のお仕事を体験する。 
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②お仕事が終わると「給料明細書」が渡され、わくわくワークるんだ商店街

の銀行に持っていき、お給料に交換してもらう。 
③銀行で交換したお給料でお買い物をする。 
 
図７：高知県高知市大橋通商店街「わくわくワークるんだ商店街」実施イメ

ージ図 

 
 
 
 
 

 
嘉手納みらい商店街は新町通りにて行います。新町通りは、約１キロ圏内に

様々な職種の店舗が点在しており、嘉手納みらい商店街を行うには好条件と

なっております。 
また、道路を歩行者天国にすることで、簡易的なテントも設置でき、新町通

りに店舗を持っていない業者の参加も見込めます。その中で観光協会、外語塾

と協力し嘉手納町の魅力を伝えるガイドなどを職業体験に織り込むこともで

き、嘉手納町の魅力を効果的にＰＲすることも可能となります。 
歩行者天国に伴う交通規制については、エイサーまつりなどの前例があり、

関係機関と協議・連携することで実施可能ではないかと考えました。 
また、新町通りの店舗には、嘉手納町の優良特産品に選ばれている商品も多

数あるため、嘉手納町の魅力を広めるうえでも、新町通りは開催場所として優

れていると考えます。 
 

参 考：大橋通り商店街振興組合 第 14 回わくわくワークるんだ商店

街〈www.kochikc.co.jp/ohashidori/2019runda/introduction.html〉 

閲覧日：2022/08/29 

http://www.kochikc.co.jp/ohashidori/2019runda/introduction.html
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図８：嘉手納みらい商店街（職業体験事業）の実施場所の地図 

 
事業詳細については、参加費は無料で、対象者は小学 5 年生～中学 2 年生

とし、町内 8 割、町外 2 割を想定しています。町民のみならず、町外からの

参加者を取り入れることで、店舗 PR 及び集客数向上にもつながると考えま

す。 
開催数は、年 1 回で時期は、屋外であることを考慮し 10 月または 11 月と

します。 
HP・広報誌・町内小中学校へのチラシ配布などにより周知を行います。 
参加者数は、各店舗×1 名～3 名想定しています。独自通貨（お給料）に関

しては、小学生 500 円、中学生 1,000 円とします。 
 
図９：嘉手納みらい商店街事業詳細 
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具体的なプログラムは、お仕事体験を 1 時間、休憩３０分、銀行での通貨発行

が３０分、お買い物の時間が 1 時間の計 3 時間を 1 クールとし、午前・午後の

2 クールで開催します。 
 
図 10：嘉手納みらい商店街プログラム案 

 
以上の施策を商工会と連携し実行することで、町内の商店街において、子ど

も達に様々な業種の職業を体験させ、働くことに対する価値観やお金に関す

る知識を養い、また、実際に商店街の人達から指導してもらうことで、専門的

知識、技術を学び、自己のキャリア形成に役立てるとともに、地域の人達との

交流や異世代とのコミュニケーションを通して、地域コミュニティーの形成

につなげます。更に町外の方に嘉手納町を PR する効果も見込まれます。 
また、働いた対価として、独自通貨を支給し、町内の商店街で利用すること

で町内商店街の経済活動の活性化を図るとともに、各店舗の周知を行い、人材

育成をとおした商店街の活性化に寄与します。 
（2）オンライン講座 

各種講座や教室をオンラインでも開催することで、自宅からでも講座が受

講可能となり、育児や介護等で外出が難しい町民の学習機会の創出を図りま

す。 
また、各種講座等をビデオ録画し町 HP でオンデマンド配信することで、時

間帯や曜日にとらわれる事なく講座受講ができ、また、毎年同様の講座を行う

必要が無くなることで、新規講座の開催や、学習レベルに合わせた段階的な講

座開催につながり、講座内容の充実が図られ、講座の受講者数の増加が見込ま

れます。 
なお、かでなまちゼミをオンライン講座等で実施することで、町内外への商

店街の周知にもつながり、店舗の集客数向上が見込まれます。 
  オンライン講座の事例として、大阪府では令和 3 年度より商店街等モデル

普及セミナーとして地域商業の活性化に関する先進事例の共有や成果の普及

を目的にオンラインでセミナーを開催しています。また、民間企業の WEB セ
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ミナーですが、ジャイロ総合コンサルティングではチラシ作成セミナーを

ZOOＭで行っている事例もありました。更に、北中城村や那覇市では

YouTube で様々な講座が無料で随時みられるようにしています。各講座の概

要等は以下のとおりです。 
商店街の活性化に資する、オンライン講座の具体的な実施方法として、まず、

店舗の経営者等を対象とした店舗運営に役立つ講座を、従来の対面形式と

ZOOM 等によるオンライン講座により、開催します。対面式の講座は、町内

外から応募可能としますが、町内店舗については 1 週間程度の先行受付期間

を設けます。その講座の様子を動画撮影し、インターネットで配信することで、

いつでもどこでも視聴可能な講座とします 
 
図 11：オンラインによる店舗の経営者等向け講座の概要 

 
また、商工会が開催している町内の各店舗の方が講師を務める、少人数制の

ミニ講座である「かでなまちゼミ」の様子をオンラインやオンデマンドで配信

します。これにより、町内店舗の専門的スキルや知識を自宅からでも学習する

ことができ、更にオンライン開催により受講者数の増加が見込まれるととも

に、店舗の周知が図られ、集客数向上に寄与します。 
 図 12：かでなまちゼミのオンライン・オンデマンド配信の概要 
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（3）24 時間利用可能な学習施設の整備 
沖縄県において、令和２年１２月に２０歳以上の県民（2,000 人）を対象に

「生涯学習に関する県民意識調査」を実施した結果、過去１年間、学習活動の

ために利用した施設ならびに学習形態として、「自宅での学習（書籍など）」

17.9％、「インターネット、オンライン講座、情報端末」16.8％といった結果

となっています。 
調査結果は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあることから、特に施

設を利用した学習活動よりも、自宅での学習やインターネットを活用した学

習活動が上位２項目となっております。 
一方で、「今後の学習場所や学習形態の調査において、あなたが今後、学習

や活動をするとすればどのような場所や形態で学習したいと考えますか。」の

質問に対しては、「公民館や生涯学習センターなど公的な機関における講座等」

が 19.6％となっています。 
今後の学習活動においては、公民館や生涯学習センターなどの公的な機関

における講座等を希望する答えが上位となっており、今後は公共施設を利用

した学習活動が望まれていることがわかります。 
 
図 13：令和 2 年度沖縄県生涯学習に関する県民意識調査（令和 3 年３月沖縄県

教育委員会） 
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24 時間利用可能な学習施設について、利用形態は会員登録制とします。料

金については、町民と町外で料金を区別します。また、利用設備について

は、ＰＣ、プリンター、Ｗｉｆi 等を整備し、PC を利用したオンライン学習

や、資料作成、また、プリンターも利用可能とすることで、必要書類の印刷

等も行えるようにします。 
管理体制については、民間委託を行い、民間が持つ、専門的知識や管理マニ

ュアルを活用することで、利用しやすい学習環境の整備に努めます。 
（4）施策の展開により見込まれる効果について 

以上、これら 3 つの施策を展開することにより次の効果が期待できます。 
「嘉手納みらい商店街」は担い手育成や店舗 PR に繋がり、商店街の活性化

と子どもたちの知識・技術の向上に貢献します。 
「オンライン講座」は店舗 PR や店舗育成に効果的で商店街の活性化に寄与

し、またいつでもどこでだれでも学べる機会の提供により町民の知識・技術の

向上を図ります。 
「24 時間利用可能な学習施設」はいつでも学べる機会を提供することによ

り「知識・技術の向上」をはかります。 
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 図 14：3 つの施策とその効果 

 
４ おわりに 
 インターネットを活用したオンライン講座等の実施や 24時間利用可能な学習

施設の整備を行い、あらゆる年代への学習機会の提供や町民のニーズに沿った

学習支援、学習しやすい環境の整備等に取り組み、町民の生涯学習活動を推進す

るほか、「嘉手納みらい商店街」を実施することで、商店街を活用した人材育成

や地域産業の担い手育成及び商店街の活性化を図り、理想とする「子供から大人

まで学び続けるまち、学びから産業が活発になるまち」の実現を図ります。 
 
５ 最終報告会での質疑応答 

Q１ 
仕事・家事・育児等で学習時間が無い方は日中以外も時間がない場合が多い。

ここをサポートする仕組みはありますか。 

A 

町立保育所での一時預かり（8：30～17：00）や「ファミリーサポートセンタ

ー」等といった子育て支援事業と連携することが考えられます。また、「ファミ

リーサポートセンター」の預かり保育を行う人（まかせて会員）は嘉手納町の

地域住民で組織されているため、地域全体で住民の生涯学習を支援することも

可能かと考えます。 

Q2 
町立図書館、他生涯学習施設との連携や活用についても議論として出ました

か。（例 電子図書の貸出など） 

A 

学習環境（ＰＣ、机、テーブル、wifi、複合機等）が整っている、マルチメ

ディアセンターやかでな未来館を使用する事を想定して施策提案しており、図

書館や他生涯学習施設との連携や活用までは議論しなかったです。しかしなが

ら、意見の通り、図書館や他学習施設と連携することで、図書や電子図書の貸

出が行え、より充実した学習支援を行えると感じましたので参考にさせていた

だきます。 
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施策提案②オンライン講座について 

Q3 どのようなオンライン講座を想定していますか。 

A 

現在実施している、中央公民館の各種講座及びかでなまちゼミ等、対面式で実

施している講座をオンライン講座（オンデマンド配信含む）でも実施する事を想

定しています。また、新たにＰＣのタッチタイピング講座、ワード・エクセル講

座、プログラミング講座やマナー講座等、職業に生かせる講座を想定しており、

講師は町内で事業展開している企業等に講師を依頼することで、地域の人材を活

かした講座の実施を想定しています。 

施策提案③２４時間利用可能な学習施設の整備について 

Q４ 

午前４時に利用する方は誰（どのような方）を想定していますか。 

理想での提案となっているが、ＥＢＰＭに基づく政策提案としなかった理由は。 

２４時間利用 A可能な学習施設の提案について、２０代～４０代のスマホ普及率

はほぼ 100％に近いですが、ターゲット層はどの世代でしょうか。高齢者では深

夜の利用は厳しいと考えますがお答えお願いします。 

インターネットを活用したオンライン講座の提案は、いつでも受講できる点でと

ても良いと思うが、２４H 利用可能な学習施設の整備の必要性ははたしてあるの

でしょうか。深夜（睡眠時間に）に学習できるのでしょうか。防犯面も気になり

ます。 

A 

利用ターゲット層は、受験を控えている学生や資格取得を目指している社会

人、また、商店街の飲食店等といった日中・夜遅くまで働いている住民などを想

定しています。 

根拠としては、内閣府や沖縄県において実施した生涯学習のアンケートの結果

から、８割の方が生涯学習を行いたいと思っており、その一方で仕事・家事・育

児のために時間が取れない方が多くいることがうかがえたため、オンライン講座

や２４時間利用可能な学習施設の整備を提案しました。 

様々な職種の多様な勤務形態を考えると、必ずしも夜が睡眠時間となっていな

い方もいらっしゃいます。２４時間利用可能な学習施設のニーズは測れておりま

せんが、世代や環境に左右されず全ての方が十分な学習を行える環境を整える事

が重要だと認識しています。 

防犯面については、警備会社へ委託契約することで、防犯上のリスクを軽減し

ます。 
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Ⅲグループテーマ 

嘉手納リベンジャーズ 

～町民の“声”をカタチに～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームキャンキャン メンバー 

嘉手納町 企画財政課 喜屋武 将 

北中城村 住民生活課   照屋 愛莉 

宜野湾市 人事課       下地 咲貴 

中 城 村 こども課     花城 圭亮 

北 谷 町 企画財政課   屋比久 徳樹 
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１ テーマ設定の経緯・背景 
嘉手納町は第５次総合計画にて、「ひと みらい輝く交流のまち かでな」を

将来像として掲げており、その実現のために５つの基本目標が設定されていま

す。そのひとつである「生涯にわたり、健康と夢・希望を育くむ健やかなまちづ

くり」は町民の関心も高い分野となっております。 

嘉手納町の喫緊の課題として『人口減少』が挙げられており、今後さらに少子

化の進行が予測されることから、人口減少の解消につながる福祉等の分野に関

する支援策について検討し、「ひと みらい輝く交流のまち かでな」の実現に

近づけるにはどうしたらよいか可能性を探ることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 嘉手納町の現状 
嘉手納町を今後より住みよい街にするため、現状について、人口、福祉分野、

医療、町民ニーズに分類し調べていくことにしました。 

（1）人口 

人口は昭和 60年の 14,126人をピークに年々減少し、令和４年 8月末現在で

は 13,228人となっており図の推計を上回るスピードで減少しています。 

生産年齢人口と年少人口は減少傾向にありますが、老年人口が年々増加して

おり少子高齢化が進行しています。 

この推計値のまま人口が推移すれば令和 12年までには人口が 13,000人を下回

ることになります。 

 

 
 
 

嘉手納町では第５次総合計画にお
いて、「ひと、みらい輝く交流の
まち かでな」を将来像として掲
げており、その実現のために５つ
の基本目標が設定されています。 
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（出典：嘉手納町総合計画（概要版）） 

（2）福祉等の分野 

下の表は福祉等の分野についてまとめたものです、子ども医療費助成事業、

小・中学校給食費無償化事業等施策が充実している状況が確認できます。 

 

 

 

（3）医療施設 

医療機関の現状について確認したところ、人口１０万人あたり医療機関数で

全国平均を下回っており、産婦人科、眼科、耳鼻科の診療所は一つもないことが

分かります。（※眼科、耳鼻咽喉科については町内の総合病院で医療を受けるこ

とができます。） 

母子保健・子育て環境
・子ども医療費助成事業
・特定不妊治療費助成事業
・産後ケア事業
・子どもフッ化物塗布助成事業

教育・保育
・小・中学校給食費無償化事業
・小・中学校教材費一部無償化事業
・ファミリーサポートセンター事業の支援
・子育て支援センターの実施
・英語強化事業の推進
・ICT整備事業

・ファミリーサポートセンター事業の支援
・放課後児童健全育成事業の拡充
・児童家庭相談の実施

・パソコン指導員配置事業の実施
・学習指導員配置事業、生活指導補助員配置事業
・特別支援教育支援員配置事業
・秋田県学習体験交流事業
・コミュニティ・スクールの導入及び推進
・教材費の一部助成



- 48 - 
 

総合病院には産婦人科系診療所・病院の産婦人科はないので、町内で医療サー

ビスを受けることができない現状となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）町民ニーズ 

町民のニーズを把握するため、町民アンケートに着目しました。 

子育て環境において高評価を得ている一方、医療環境に不便を感じているこ

とがわかります。 

 

ほとんどの区分において
医療施設が全国平均以下︕

・名嘉病院
・知花歯科医院
・山内矯正歯科クリニック
・みずがま歯科
・ロクト整形J2
・野村ハートクリニック

町内の医療機関
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人口 年々減少しており、主な要因は転出超過による社会減。

福祉 特定不妊治療、子ども医療費助成や給食費無償化などを複数実施し、支援は充実していると考え
られる。

医療 人口１０万人あたりの施設数において、嘉手納町はほとんどの区分で全国平均以下。

ニーズ 子育て・教育等福祉が充実している一方で、町民は医療機関（病院など）が整っていないと感じ
ている。

まとめ 
現状についてまとめると下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 現状から見える課題 
以上のことから、私たち班が考える現状から見えた嘉手納町にとっての重要

な課題は「人口減少」です。 

なお、人口減少の中でも特に課題となるのが若年層（生産年齢）の転出です。 

現状でも説明したとおり、人口は年々減少している一方、年齢について内訳を

見てみると、65歳以上の人口の割合は年々増加傾向にあります。 

人口減少の主な要因となっている転出についてはほとんどが若年層（生産年

齢）であり、少子高齢化も増々進行することが予想されます。また、人口減によ

って税収が減少し、行政サービスが低下する恐れもあります。 

 

４ 人口が減少する要因・課題解決には？ 
人口が減少する要因としては、雇用先が少ない、住む土地が少ない、商業施設

が少ない、医療機関などとのアクセス性が悪いなど多岐にわたるため、これらの

要因のうち私たち班は町の現状から見えてきた医療機関の整備・拡充に的を絞

り、支援策を検討することとしました。 

 

５ 仮説 
町民のニーズ、医療施設の状況から、町内の医療機関が充実することで、人口

減少の問題解決につながるのではないかと考えました。 

しかし、医療機関は様々あることから、今回は人口増加に大きく寄与する子育

て世代をターゲットとし、さらに眼科、耳鼻咽喉科については総合病院にて受診

できることから、町内で医療サービスを受けることができない、産婦人科に着目

しました。 
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産婦人科医院が町内にできることで人口減少の問題解決へとつながる例とし

て、「自宅との距離を理由に転出していた可能性のある子育て世代の転出が抑え

られるのではないか？」、「これまで町内に無い産婦人科医院ができることで利

便性が向上し、子育てのしやすい街、住みよい街として出産を考える夫婦の転入

を促すのではないか？」、「嘉手納町は産後の子育て支援が充実していることか

ら、出産後も引き続き住み続ける可能性があるのではないか？」というものです。 

以上により、産婦人科医院の存在によって生活の質が向上し、より住みよいまち

につながると思います。 

次に、この仮説を検証していきます。 

 

 

ターゲットは「子育て世代」
産婦人科︕︕

医療機関の充実により
人口減少の問題解決につながるのでは︖︖

仮
説

人口に直結するのは︖

医療機関は様々︕
眼科、耳鼻咽喉科、産婦人科 etc.

眼科、耳鼻咽喉科は
総合病院で受診可能

産婦人科医院は
町内になし

例えば

●転出抑制
→産婦人科医院が町内にできることで、自宅との距離を理由に転出していた可能性のある
子育て世代の転出が抑えられるのではないか︖

●転入・定住促進
→産婦人科医院を誘致することで利便性が向上する。また、嘉手納町は産後の子育て支援
が充実していることから、結果として嘉手納町で子育てをしたい︕と思う方々が増える

のではないか︖
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６ 子育て世帯へのアンケート 
先ほどの仮説を確かなものにするため、嘉手納町の子育て世帯を対象にアン

ケート調査を実施しました。 

対象となる約 170世帯のうち、113件の回答があり、まとめると次ページのと

おりとなります。 

アンケートの結果からも仮説となっている産婦人科の誘致については、子育

て世帯のニーズに合致することがわかりました。 

 

アンケートまとめ
●子育て支援拡充により子どもの数が増える可能性あり

●産後で困ったこと第１位“近くに医療機関がない”

●産婦人科医院を選ぶ際に重視する項目として多く挙げられているの
が“自宅からの距離の近さ”

●子育て環境整備で力を入れてほしい項目第１位
“産婦人科・小児科などの医療機関充実”

●子育てに関する政策が充実しているが、
産婦人科・小児科がなく不便に感じている



- 52 - 
 

７ 近隣の産婦人科の距離などを調査 
町民が利用する産婦人科・小児科の距離についても調べてみました。 

町周辺の病院は図のとおりとなっており、嘉手納町役場から最も近い「やびく

産婦人科・小児科」までが 5キロ超となっております。 

産婦人科医院がない嘉手納町においては、町民が一定時間を移動に費やしてい

ることになり、町民のニーズと現状が合致していることが分かります。 

また、図を見ると産婦人科医院や小児科医院へ行くにあたって、主要渋滞箇所

を通る可能性は高く、主要渋滞箇所でなくても普段の運転の中で、渋滞しやすい

道路を通る必要があるため、必ずしも図に表示されている時間につくとは限ら

ないため、緊急時には重要な問題となります。 

なお、小さい子はよく体調を崩すため、アンケートのご意見でもあったように、

近くに小児科などすぐに対応できるような施設があることで、町民の利便性が

向上すると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名城病院

沖縄県立中部病院ゆいクリニック

中部徳洲会病院

中部産婦人科病院
やびく産婦人科・小児科

美里女性クリニック

中頭病院

※ちばなクリニック

中部協同病院

古堅ウィメンズクリニック

愛知クリニック

５．３ｋｍ（１0分）

８．５ｋｍ（１8分）

７．９ｋｍ（１5分）
９．３ｋｍ（１9分）

９．０ｋｍ（１9分）

１１．２ｋｍ（23分）

８．５ｋｍ（１7分）

８．０ｋｍ（１5分）

８．２ｋｍ（１7分）

７．５ｋｍ（１4分）

周辺の産婦人科・小児科医院と
交通渋滞個所の併合図

産婦人科・小児科・総合病院

産婦人科（又は婦人科）

小児科

ひまわりキッズクリニック

９．０ｋｍ（１9分）

はなしろ小児科
8.7ｋｍ（１6分）



- 53 - 
 

８ 政策提案「小児科を併設した産婦人科医院の誘致」 
以上の現状および課題から、より住みよい街にするために必要な政策として、

「小児科を併設した産婦人科医院の誘致」を提案します。 

提案した政策を実現するため、場所の選定、先行事例、事業スキーム、誘致後

の展開を検討しました。 

 

（1）候補地 

町域が狭くまとまった土地のない嘉手納町では民間事業者主導で医院を開設

することは困難であると予想されるため、活用されていない町有地等の有効利

用を検討。また、産婦人科医院誘致のためにはまとまった土地が必要であること

から、現在活用されていない公民館跡地を候補地としました。 

本候補地の面積は約 3,400 ㎡、近隣のやびく産婦人科は約 1,600 ㎡であるこ

とから、面積としては充分であると考えます。 

次に用途地域についてですが、容積率 200％、建ぺい率 60％の第 1 種住居で

あることから、病院を建てることは可能となっております。 

アクセス性に若干懸念は残るも、他市町村への移動時間と比較すると移動に

かかる時間は大きく短縮すると思われます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 沖縄市

至 読谷村

嘉手納ロータリー

旧中央公民館跡地

建ぺい率 60％
容積率 200％

敷地面積 約3,400㎡
用途地域 第1種住居
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（2）先行事例から 

先行事例として千葉県の香取市と茨城県のつくばみらい市などがあり、今回

はつくばみらい市にヒアリングを行いました。 

つくばみらい市では、嘉手納町と同様に市内に産婦人科医院はなく、隣接する

市町村を利用している実情でした。 

切れ目のない子育て支援や市民が安心して子育てできる環境を整備するため、

用地取得等に掛かる費用として、最大 5,000 万円の補助を行い誘致に成功し、

現在は開業に向けて進んでいる状況となっております。 

以上のことから、本政策提案は住みよい街に向けた取り組みとして高い期待

値を有しており、自治体の支援が大きな役割となっていると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先行事例

子育て世代の増加や市内に産婦人科施設がないことから、安心して子育てができる環境を整備

千葉県香取市

民間事業者へ補助金を交付

●医療の提供 ●安心して子育てが出来る環境の整備
●切れ目のない子育て支援 ●移住・定住促進

茨城県つくばみらい市

ねらい

産婦人科医院を誘致︕
小児科併設︕

つくばみらい市
健康増進課の関口さま
に聞きました︕
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（3）実施までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）スキームイメージ 

続いてスキームのイメージになります。 

先行事例で申し上げたとおり、自治体による支援が誘致実現へのカギとなる

ことから、病院側にも魅力を感じてもらい、また、複数の申請からより良い病院

を選定するためにも、運営事業者を公募型プロポーザルの方法により選定しま

す。 

選定した事業者に対し、町は土地の貸与及び建設費用の補助を行います。 

事業者は町が提示する条件に基づき、通常実施する医療のほか、「不妊治療」

「産後ケア」「病児保育」などを包括的に実施していただきます。 

町民が安心して出産・育児が出来る環境を整備することで定住化を図ります。 

実施までの流れ

嘉手納町

政策実施

厚労省

議会

協議

提案

説明

厚労省
申請

承認

担当部署

合意
自治会・周辺住民

承認

合意形成 補助金申請

産科医療
確保事業
補助金

次に政策実施までの流れです。 

実施にあたり、町民や議会の同意は不可欠で

あるため、町が住民へ誘致に関する説明を複数

回行い、住民の合意並びに議会の承認を得るこ

とが重要です。 

政策実施に財源については、「産科医療確保

事業補助金」など関係省庁・県の補助金を活用

します。 
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誘致後フロー図

税

支援

人口増

転入

人口増

医療提供

補
助

定
期
借
地

不妊治療助成金などの出産前の支援

出産祝い金

・子育て支援センターの拡充
・産後・育児に係る助言・指導

家庭保育世帯への給付金

・検診費用の補助
・出産・育児に係る助言・指導

出典︓チームキャンキャン

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）誘致後の展開 

今回の政策提案では、医療機関を誘致することで人口減少を解消することを

目的としており、産婦人科医院の誘致後の流れを表すと図のとおりとなります。 

不妊治療助成金、検診費用の補助、出産に係る助言・指導など、これから子供

を考える世帯、妊娠中、産後の各時期における包括的な支援を実施し、町内で妊

娠から出産、育児がしやすい環境を整備します。 

また、給食費及び教材費一部が中学まで無償化のため、子育て世帯の転入並び

に定住化が期待できます。 

さらに、近年の街づくりにおいて、職住近接型や育住近接型のコンパクトなも

のが求められる傾向もあり、医療・福祉・行政を集約することで町民の利便性向

上にもつながると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

スキームイメージ
嘉手納町

運営事業者

子育て世帯の定住化

土地の貸与 補助金交付

医療の提供

運営事業者（産婦人科・小児科医院）

嘉手納町民

子育て支援

産後ケア 病児保育不妊治療
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（6）誘致後の展開 子育て支援事業① 

また、アンケート調査の結果、嘉手納町の政策についてあまり知らないと回答

いただいた方が一定数見受けられたため、既存の周知方法に加えて、新たに SNS

の活用についても、提案します。 

具体的な内容につきましては、嘉手納町などの特定のハッシュタグをつけて

Instagram、Twitter 等 SNS に投稿することで、嘉手納町商品券などの特典がも

らえるようにすることで、情報発信の強化を図るものです。 

これにより、①若者を中心に情報が広く伝わり、②政策だけでなく様々な情報

取得にもつながります。③また、新たなコミュニティ形成への発展と④嘉手納町

商品券の活用により地域産業の活性化にも期待できます。 

商品券は既存の野國總管商品券を活用することで、すぐに開始することがで

き、状況に応じて臨機応変な対応ができることも魅力だと感じます。 

なお、商品券プレゼントは投稿者全員ではなく、抽選方式とし、フォロワー数

に関係なく、結果については毎月１０人程度のペースとし、選ばれた投稿は、公

式アカウントにて投稿していくことで、盛り上がり、参加したくなるような仕組

み作りが理想的と考えます。 

 

 

 

ハッシュタグキャンペーン

＃嘉手納町＃産婦人科＃大谷翔平
＃二刀流＃當山町長＃政策採用

ゆがふう

嘉手納町の子育て支援に関する情報を
SNSに投稿すると嘉手納町の商品券をプレゼント ︕

出典︓チームキャンキャン
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（7）誘致後の展開 子育て支援事業② 

出産だけでなく、産後も夫婦には大変な毎日が待っており、「買い物」もその

１つと思われます。 

母親が生後間もない赤ちゃんを連れながら買い物する姿を見かけることも珍

しくありません。 

しかし、一度に大量に買いだめすることは容易ではなく、おむつやミルクなど

の消耗品は直ぐに補充しなければなりません。 

昨今、お年寄りなどの買い物弱者への取組として、公民館での出張スーパー（北

谷町栄口区）や、トラックでの移動販売が行われていますが、産後の母親もまた

買い物弱者と言えるのではないでしょうか。 

そこで、提案するのは赤ちゃん用品に特化した配達、その名も「ママゾン」で

す。 

仕組みとしては、スライドのとおり、専用アプリにて欲しい商品を購入、支払

いに野國總管商品券の利用が可能です。 

配送状況、商品レビュー、定期購入など取り入れ、アプリ一つで完結すること

で実用化に至るのではないかと考えます。 

 

 

９ 提案した政策と SDGｓの関係性 

続いて、産婦人科医院の誘致と SDGsの関係についてです。 

私たち班は今回、SDGsのどの目標に合致しているか？ではなく、SDGsの考え

産後支援事業︓mamazon

アプリで簡単注文
単発購入はもちろん、定期購入も︕

アプリで宅配状況通知あり
野國總管商品券が利用可能︕
玄関先に置いてもらうことも可能︕

出典︓チームキャンキャン
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方である、「持続可能」に着目しました。 

図のとおり、産婦人科医院誘致により、人口増加をはじめ、町民の生活を豊か

にする反面、「事業に伴う歳出増加」や「建築によるエネルギーの消費」などの

悪影響も同時に発生すると思われます。そこで、トレードオフとして、それぞれ

の解決方法について検討いたしました。 

政策に伴う問題のうち、事業の実施による歳出については、人口の増加により

税収も増加することで解消、建築に伴うエネルギー消費については、医院屋上を

緑地化、庭園などにすることで、屋内の温度上昇抑制や省エネ効果につながり解

消。また、来院者が利用することでリラックス効果も期待できます。 

実施後も「経済・社会・環境」に影響なく持続していくサイクルを検討してい

くことが今後より重要と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策提案
産婦人科医院の誘致と SDGsの関係

産婦人科医院誘致

子ども増加 建築

事業実施による歳出 保育施設・教育移設の不足買い物弱者 子育て情報を求める声増 エネルギー消費
経済 社会 環境

税収増 mamazon 支援事業 支援事業 屋上緑化

政策

結果

問題

解決



- 60 - 
 

 

１０ 成果目標 
最後にこの政策の成果目標ですが、図のとおり４つの区分に別け、それぞれの

目標達成を目指します。 

政策実施により、「ひと みらい輝く交流のまち かでな」の実現を目指しま

す。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

成果目標（効果）
人口 開設から５年間で人口減少から増加への転換

かつ人口13,500人達成、生産年齢人口割合60％

出生率 開設から５年間で希望出生率 1.9人達成

子育て環境 子育て世帯の満足度向上
(誘致後に子育て環境が向上したと回答する人が全体の８割以上)

定住 64歳以下の町民で10年以上住み続ける人の割合8割
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１１ 報告会における質疑への回答 

Q１ 

トレードオフの着目は良かったです！コロナ過で子育てへの閉塞感が増し、孤

立・孤独化も進行している感がありますが、アプリ利用によるトレードオフの

解消はありますか？ 

A 

アプリにて、レビューやチャット機能を取り入れることで、情報交換等をと

おして、コロナ禍でもコミュニケーションをとることで、孤立・孤独化の解消

が図れるのではないかと考えます。 

Q2 産婦人科を誘致する際のハードル（総合病院なら病床数）はありますか？ 

A 
プロポーザルにより多くの事業者（病院）から応募があるか、定借後も引続

き事業継続となるか 

Q3 
アンケート、先行事例自治体への聞き取りにより具体性が出てたと思います。

アンケートを行うにあたって工夫した点などはありますか？ 

A 時間を取らせないよう質問事項を厳選し、誘導とならないよう注意した 

Q4 グループ員の職務経験等が議論の役に立った事例はありますか？ 

A 

産婦人科医院の誘致先として、当初は国有地が候補地として挙げられたが、

建築制限等から困難であるなど、職務経験が活かされた。また、出産を経験し

た班員がいたことで、有意義な議論を交わすことができた。 

Q5 先行事例の地域は、人口が増えているのか教えていただきたい。 

A 

つくばみらい市では、未だ産婦人科医院の開設に至っていないため、人口増

加につきましては、現時点では明らかとなっておりません。2021 年 6 月 26 日

の日本経済新聞の記事では、子育て支援の拡充などで人口を増やした市町村が

約 300 自治体あったと掲載されており、人口増加の著しい市町村においては、

共通して子育て支援に力を入れていることから、本政策提案は人口増加に寄与

すると考えております。 

Q6 産婦人科の誘致について、どのように募りますか？ 

A 
より良い病院（医療、設備、人員、経歴、資金）を選定するために、公募型

プロポーザル方式の採用が最も適していると考えます。 

Q７ 

「人数×１人あたりの消費単価×滞在時間」における現在の状況（数値？）が

あれば教えてください。また、今回の提案における目標数値があれば教えてい

ただきたいです。 

A 

ご指摘の通り、令和３年度の「嘉手納町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

では、嘉手納町の合計特殊出生率は 2.05％となっており、確認不足となってお

ります。今後は、各種資料を確認し、適切な数値の設定を行ってまいります。 

 



ゆがふう塾に参加して 
 

- 63 - 
 

 

 所  属 グループ 

沖縄市 文化芸能課 チームレッド 

番 号  氏名 

427 平良 E

た い ら

A AE実可子 E

み か こ

 

採用されてから日々の業務に追われ、まちづくりについてほとんど考えるこ

とはなかったので、ゆがふう塾は貴重な時間となりました。 

自主研修では、集まるごとに様々な提案や意見があり、まとめるのに時間は

かかりましたが、最終報告会で良い提案をしたいという目標に向かってチーム

でベストを尽くすことができたと思います。とても良い刺激を受けました。 

塾長や講師の皆様、中部広域市町村圏事務組合の皆様、24期生の皆様、そし

て本研修へ快く送りだしてくれた職場の皆様に感謝申し上げます。 

 

所  属 グループ 

うるま市 水道総務課 チームガリレオ 

番 号 氏  名 

428 
AE比嘉 E

ひ が

A AE健人 E

け ん と

 

ゆがふう塾に参加して、講義を通しての学び、学んだことを活かしての自主

研究、他市町村の職員との交流など、とても刺激的で充実した期間を過ごすこ

とができました。グループでの自主研究では、発言が絶えることのないグルー

プで、初めの頃はその雰囲気に圧倒されていましたが、徐々に自分の考えを伝

えることもでき、最終的にはグループ全員が納得する報告をすることができま

した。今回のゆがふう塾を通して学んだことはもちろんのこと、テーマ市町村

である嘉手納町の魅力を知れたことや、他市町村の職員との繋がりができたこ

となど、とても有意義な研修となりました。最後に、ゆがふう塾に関わって頂

きました皆様へ感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 



ゆがふう塾に参加して 
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所  属 グループ 

うるま市 国民健康保険課 チームレッド 

番 号 氏  名 

429 
AE平安座 E

へ い あ ん ざ

A AE大樹 E

だ い き

 

前年度参加された先輩から「ゆがふう塾は同年代の他市町村職員と繋がりができる。」と

話を聞いていたため、率直に楽しそうと思い、今回の話が来てすぐ参加を決めました。半

年間を振り返ってみて知識が疎く大変な部分もありましたが、“わからない部分をどのよう

に調べるか”“自分の意見を相手に理解してもらうためにどのようにまとめ、伝えるか”を

一番に学べることができたと思います。通常業務でもゆがふう塾で学んだことを生かせま

すし、参加しなければ 24期生と出会えなかったと考えると本当に参加してよかったと感じ

ています。今後も関係を深め 24 期生のつながりを大切にしていきたいです。貴重な経験、

充実した時間を過ごせました。24 期生の皆様、講師の皆様、事務局の皆様、心よくゆがふ

う塾に送り出していただいた職場の皆様、本当にありがとうございました。 

 所 属 グループ 

宜野湾市 人事課 チームキャンキャン 

番 号 氏  名 

430 
AE下地 E

し も じ

A AE咲 E

さ

AAE貴 E

き

 

ゆがふう塾に参加したきっかけは、採用から、ちょうど３年が経った頃に研修担当から

お誘いでした。その場ですぐに入塾を決めましたが、内心は不安でいっぱいだったことを

覚えています。 

全体を通して、業務だけでは経験できない濃い内容ばかりで、時間が進むにつれて、自

分の知識のなさを痛感しました。また、普段の業務でまちづくりを意識することがほとん

どなかったため、これからの自分自身の仕事に対する向き合い方も変わっていけたと思い

ます。 

後半の自主研究期間は、突発的な業務が増え、思うように参加することができませんで

したが、メンバーの皆様に助けてもらいながら、無事最終報告会を迎えることができまし

た。３グループの皆さまには、大変お世話になりました。 

最後に、宮平塾長をはじめ、講師の皆様、事務局の皆様、協力してくださった職場の皆様、

24期生の皆様へ心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 



ゆがふう塾に参加して 
 

- 65 - 
 

 

 
所  属 グループ 

宜野湾市 税務課 チームガリレオ 

番 号 氏  名 

431 
AE平良 E

た い ら

A AE拓 E

た く

AAE真 E

ま

 

今回ゆがふう塾に参加することで、地方自治について学べ、いろいろな知識や視点、考

え方を学ぶことができとても勉強になりました。また、他市町村の方と交流ができ、多く

の刺激を受けました。グループ活動では、周りのすごさに圧倒されることもあり、これか

らより自己研鑽し、様々な知識やスキルを身につけ活躍できる人材になれるよう頑張りた

いと思いました。自主研究では、課題の抽出、施策の発案、エビデンスやアンケート収集

等の発表にむけた準備で何度もグループで集まる必要があり、自分の業務との調整等が大

変でした。しかしながら、最終発表にむけ資料が完成し、発表を終えたあとには、非常に

達成感があり嬉しかったです。また、ゆがふう塾をとおして大きく成長できたと思います。

参加できて嬉しいです。 

 

所 属 グループ 

北谷町 企画財政課 チームキャンキャン 

番 号 氏  名 

432 
AE屋比 E

や び

AAE久 E

く

A AE徳樹 E

あ つ き

 

自らゆがふう塾参加を希望した職員が多い中、実はそうでなかった私は初日

から不安で仕方なかったのを覚えています。しかし、交流を深める中で、不安

なのは皆同じであることを知り、安心しました。 

グループの中で最年少、経験年数も一番浅い私がグループリーダーを務めるこ

とができたのは、知識と経験が豊富な優しいメンバーの支えがあったからこそ

だと思っています。また、充実した研修を送れるよう支えていただいた課の皆

様、実務に活かせる講義をしていただきました宮平塾長をはじめとした講師の

皆様、調整等見えないところで支えていただきました中部広域市町村圏事務組

合の皆様、本当にありがとうございました。 



ゆがふう塾に参加して 
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所  属 グループ 

北谷町 学校教育課 チームレッド 

番 号 氏  名 

433 
AE仲宗根 E

な か そ ね

A A E諒 E

りょう

 

参加当初、業務との両立や某ウイルスの感染で入塾式と宿泊研修に参加できなかったこ

とで、不安と緊張がより一層高まっていたことを鮮明に覚えています。しかし、参加メン

バー同士すぐに打ち解けることができ、講義や最終報告に向けての自主研修を楽しく学ん

でいくことができました。 

グループにはテーマ市町村である、嘉手納町の参加者がいないということもあり、自主

研修で集まる機会が多く大変でしたが、その分、自分にない意見や発想などを得る機会が

多かったとも感じています。 

最終報告はグループ一丸となったおかげで、いい報告ができました。 

最後に、中部広域市町村圏事務組合の皆様、宮平塾長をはじめとする講師の皆様、ゆが

ふう塾 24期生の皆様のおかげでとても充実した研修になりました。 本当にありがとうご

ざいました。 

 

所 属 グループ 

嘉手納町 企画財政課 チームキャンキャン 

番 号 氏  名 

434 
AE喜屋武 E

き ゃ ん

A A E将 E

ただし

 

ゆがふう塾の約半年間、本当に多くのことを学ばせていただきました。 

 第２４期生の素晴らしいメンバーに恵まれ、何とか最終報告会まで終えるこ

とができました。皆様本当にありがとうございました。 

 このゆがふう塾で感じたのは、メンバーのレベルの高さでした。グループで

の自主研究では、私が思いつかないようなアイディアを提案してもらったり、

各々担当分野以外の知識も豊富でただただ感心しているうちに企画書が出来上

がっていました。グループの皆さんありがとうございました！ 

 宮平塾長をはじめ講師の先生方、ご協力くださった皆様に感謝し、今回ゆが

ふう塾で学んだ知識や経験を今後の業務に活かしていきたいと思います 



ゆがふう塾に参加して 
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所  属 グループ 

嘉手納町 総務課 チームガリレオ 

番 号 氏  名 

435 
AE濱元 E

はまもと

A AE勇子 E

ゆ う こ

 

始まる前は「私にできるだろうか」と、とても不安でしたが、同期や職場の方々の大き

な支えで、最終報告書を提出することができ、非常にうれしく思っています。 

自主研究は、現状の把握・課題抽出を行い、それに対して有効な施策の提案を行うため、

現状調査やアンケート、ヒアリング等多岐にわたり、今まで経験した事がない事の連続で

とても新鮮でした。新型コロナや家庭の事情で、十分な活動が難しい場面もありましたが、

リーダーとしての役割を笑顔で支えたくれたグループの皆様にも心から感謝いたします。 

この経験を今後の業務に活かし、「ゆがふう塾で学んだこと」が成果として現れるよう取

り組んでいきたいと思います。 

 最後になりましたが、塾長をはじめ講師の皆様、中部市町村圏事務組合の皆様、ゆが

ふう塾に送り出してくれた職場の皆様、調査にご協力いただいた皆様、そして同期のみな

さん、本当にありがとうございました。 

 

所 属 グループ 

西原町 文化課 チームガリレオ 

番 号 氏  名 

436 
AE上里 E

うえざと

A AE幸 E

ゆ き

 

ゆがふう塾に参加して、最初は業務との両立ができるのか、色々と不安はありました。しか

し、研修で講師の方々から、多くのことを教えていただき、グループで嘉手納町のことを研究

し、政策を考えていく中で、日々目の前の業務に追われてなかなかできていなかった住民が暮

らしやすいまちづくりに改めてじっくりと向き合うことができたような気がします。また、自

分の中の常識で物事を考えがちですが、グループ研修ということで、他のメンバーに教えても

らい、気づかされる視点や物事が多くありました。 

 ゆがふう塾で関わった皆様にはとても感謝しています。ありがとうございました。また、大

変な中私を送り出してくれた文化課の皆さんにも感謝しています。今後は学んだことを業務に

生かしていけるよう頑張ります 



ゆがふう塾に参加して 
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所  属 グループ 

西原町 都市整備課 チームレッド 

番 号 氏  名 

437 
AE上里 E

うえざと

A AE玄 E

げ ん

 

ゆがふう塾の 24期生として 1班のサブリーダーを務めさせて頂きました。 

今回の研修では、米軍基地の占める割合が大きな嘉手納町のまちづくりについ

て、各市町村職員（各分野の業種）の方々と検討することで、日ごろ経験でき

ない意見や考え方に触れることができ、とても良い体験がありました。 

また、人脈を広げることにもつながり、今後の職務へ活かせる研修となった

と感じています。 

 

所 属 グループ 

読谷村 商工観光課 チームガリレオ 

番 号 氏  名 

438 
AE大城 E

おおしろ

A AE愛士 E

ち か し

 

ゆがふう塾へのお声かけがあった際は業務との両立など心配な部分もありま

したが、他市町村の職員と他市町村の発展を考える機会もめったにない機会だ

と考え、思い切って参加を決めました。参加し、最初のうちは講習なども難し

く、塾生同市の関係性もぎこちなく感じたりもしましたが、集まりを重ねてい

くうちにグループ員をはじめ、塾生みんなとの距離感なども縮まり、徐々に自

身のテーマに向けて提案、工夫、補填しながら、取り組むことができました。

力を合わせて業務に取り組むことの充実感と新たな繋がりができたこと。また、

事業提案やその組み立て方、考え方の学びを経験値として今後の業務や取り組

みに活かしていけるよう頑張ってまいります。 



ゆがふう塾に参加して 
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所  属 グループ 

読谷村 住民年金課 チームレッド 

番 号 氏  名 

439 
AE当山 E

とうやま

A AE智 E

と も

AAE世 E

よ

 

５月半ばから５か月間お疲れさまでした。最終報告を終え、今の気持ちは達成感そしてやっ

と終わったなとホッとしています。 

 この塾に参加する前は、これからの仕事に活かせるならという軽い気持ちで参加することを

決めましたが、実際やってみるとなかなか大変でした。一番難しかったのはメンバー同士での

意見のすり合わせでしたが、お互いの不足をフォローし合ったりぶつかったり、大変なことが

沢山あった分、この６人でしか作れない報告書が形になって、嬉しかったです。チームの皆、

ありがとう。 

 研修後、村政に興味がわいたり他部署の業務に興味を持つようになり、自分の成長を感じ

ました。今後もこの経験を活かして業務に取り組んでいきます。貴重な経験をさせていただき、

ありがとうございました。 

 所 属 グループ 

北中城村 住民生活課 チームキャンキャン 

番 号 氏  名 

440 
AE照屋 E

て る や

A AE愛莉 E

あ い り

 

私がゆがふう塾に参加したきっかけは、担当課からの声かけでした。私には

ない「課題発見能力」を高めること、また他市町村の職員の方とつながりがで

きるということに魅力を感じ参加することを決めました。自主研究が始まると、

参加できない日もありグループのメンバーにたくさん迷惑をかけましたが、メ

ンバーの支えもあり無事最終報告会を終えることができました。チームキャン

キャンのメンバーは知識豊かで編集技術もあり私自身学ぶことばかりで本当に

感謝しています。今回の研修で得た知識や経験を活かし業務に励んでいきます。 

最後に、宮平塾長を始めとする講師の皆様、調査研究にご協力いただきました

関係者の皆様、中部広域市町村圏事務組合の皆様、ゆがふう塾 24期生の皆様に

感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 



ゆがふう塾に参加して 
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所  属 グループ 

北中城村 生涯学習課 チームガリレオ 

番 号 氏  名 

441 
A E金城 E

きんじょう

A A E徹 E

とおる

 

約半年間にわたる講義や自主研修を通して、新たな知識や様々な物事の捉え

方、課題発見能力等、今後の職務に生かせる沢山の知識や経験を得ることがで

き、充実した研修となりました。最終発表に向けて、グループ一人一人が自分

の役割を考え行動し、積極的な発言や活発な意見交換を行えた事で、楽しく研

修を終える事が出来ました。また、２４期生の皆様とも交流を持つ事ができ、

ゆがふう塾で学んだ経験や繋がりを今後の職務に生かしたいと思います。 

最後に、このような貴重な経験をさせていただきました講師の方々や快くゆ

がふう塾に送り出してくれた職場の皆様に感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。 

 

所 属 グループ 

中城村 こども課 チームキャンキャン 

番 号 氏  名 

442 
AE花城 E

はなしろ

A AE圭 E

け い

AAE亮 E

す け

 

人事係長から本研修参加の打診を受けたのは今年４月の終わりでした。ゆがふう塾

を経験した先輩からの前向きな意見や、いつも後先考えもせず断らない性格もあって

か、「はい」と二つ返事をしたのがつい最近のようです。 

入塾式を終え、５月に初めての研修があり当初本研修が無事終わるか不安でしたが、

24期は年齢層が高めだったこともあってか、勢いと落ち着きが上手くマッチしており、

また事務局もとても接しやすく良い雰囲気を作ってくれたことで全体的に上手くまと

まったと感じています。 

特に同じ班（３班）のメンバーにはとても助けてもらい、自主研究が滞りなく進んだ

事や、意見交換を通して得たものが多く自分自身成長させてもらった事に大変感謝し

ています。宮平塾長をはじめ島袋講師、幸喜講師及び事務局の皆さま大変お世話にな

りました。今後どこかの場面で一緒にお仕事が出来る事を目標に、引き続き自分の持

ち場で頑張ります。本当にありがとうございました。 



ゆがふう塾に参加して 
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 所  属 グループ 

中城村 産業振興課 チームレッド 

番 号 氏  名 

443 
AE比嘉 E

ひ が

A AE由美 E

ゆ み

 

「ゆがふう塾」、名前は聞いたことありましたが、何をやっている塾なのか知らず、自分

が参加することになるとは思ってもいませんでした。 

業務との両立ができるか不安でしたが、先輩方から「他市町村の職員の交流できるいい

研修だよ」と背中を押され参加したのを覚えています。 

実際の講義は毎回新鮮で、前半は宮平塾長をはじめ講師の方々から施策提案に向けての

講義やワークショップを通して学んでいきました。 

１グループは、個性的なメンバーが揃っており、色々な意見が飛び交うとても良いグル

ープでしたが、後半の自主研究では個性的が強くなり、１歩進んで２歩下がったり、空気

が重くなったり明るくなったり、紆余曲折しましたが、発表が近づくごとに「まとめてい

こう」というみんなの気持ちが高まり、なんとか完成することができました。 

最初はとても不安なスタートでしたが、終わってみると、一番みんなで討論し、いろん

な意見が聞けて、成長できたのは１グループなのではないかと、個人的には思っています。 

最後に宮平塾長をはじめ、講師の皆様、事務局の皆様、塾生の皆様、貴重な経験をさせ

ていただいことに心から感謝申し上げます。 
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宿泊研修 

修了式・入塾式 
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6 月 研修 
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6 月 研修 

7 月 研修 
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9 月 中間報告 

10 月 報告会リハーサル 
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10 月 最終報告会 



 


	日程 (3)
	２４期生
	1 テーマ設定の経緯、背景
	2　現状の分析と課題の抽出
	（1）教育・福祉の向上について

	３　施策提案
	（1）施策提案①嘉手納みらい商店街
	（2）オンライン講座
	（3）24時間利用可能な学習施設の整備
	（4）施策の展開により見込まれる効果について

	４　おわりに
	５　最終報告会での質疑応答
	１　テーマ設定の経緯・背景
	２　嘉手納町の現状
	（1）人口
	（2）福祉等の分野
	（3）医療施設
	（4）町民ニーズ
	まとめ

	３　現状から見える課題
	４　人口が減少する要因・課題解決には？
	５　仮説
	６　子育て世帯へのアンケート
	７　近隣の産婦人科の距離などを調査
	８　政策提案「小児科を併設した産婦人科医院の誘致」
	（1）候補地
	（2）先行事例から
	（3）実施までの流れ
	（4）スキームイメージ
	（5）誘致後の展開
	（6）誘致後の展開　子育て支援事業①
	（7）誘致後の展開　子育て支援事業②
	９　提案した政策とSDGｓの関係性

	１０　成果目標
	１１　報告会における質疑への回答

